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　謹んで新春のご祝詞を申し上げます。みなさまには
平素より本学へのご支援・ご厚情を賜り、ありがたく
厚く御礼申し上げます。
　本学にとりまして創立120周年の節目の年となりま
す2020年に向けて、現在は「創立120周年記念事業」
の実現に邁進しているところでございます。この記念
事業では、教育・研究の一層の充実を図ることはもと
より、国分寺キャンパス第2期整備事業としてそれを
支える施設や環境の整備にも取り組み、本学のさらな
る発展の基礎を築くことになるものと考えております。
さらには、「東京経済大学120年史」の編纂、創立120
周年を記念した特別展示などを計画し、着々と準備を
進めております。
　また、駅伝大会での活躍を支援する事業、学生たち
が本学で成長していく姿を記録していく事業など、大
学ならではの計画も盛り込んでおり、東京経済大学の
現在をさまざまな角度からご披露申し上げることがで
きる内容でもございます。
　これらの記念事業の実現は、すでにご協力をお願い
しております「東京経済大学創立120周年記念事業募
金」への寄付金に依るところも多く、これまでにたく
さんの方々のご理解・ご賛同を得て参りましたことに
は深甚なる感謝の意を表したく存じます。しかしなが
ら、総事業費90億円を予定しております記念事業を推
進してまいりますには、引き続きみなさまから絶大な
るご支援をお願い申し上げるところでございます。
　2018年の新春を迎え、創立120年までは余すところ
2年となりました。創立120周年の記念事業は必ずや

「東経大ブランド」の一層の確立に寄与するものと考え、
その実現に向けた「チャレンジ」を加速させていくよ
う努めてまいります。みなさまには本年も倍旧のご厚
誼を賜りたくお願い申し上げます。

　皆様、あけましておめでとうございます。
　2014年4月に学長に就任して以来、無我夢中でやっ
てきました。今日に至るまで、さまざまなことがあり
ました。
　14年4月に新図書館がオープンしました。同年10月
には、「大倉喜八郎 進一層館」が完成し、大倉喜八郎
翁の銅像が建立されました。ガラス張りの明るい教室
棟と図書館を得たことによって、キャンパスの雰囲気
が一新されました。
　このようなハード（施設）面での充実を受け、次の
課題として、ソフト面での充実、つまりは教学改革に
取り組みました。そのために、14年度は「教学改革プ
ラン」、15年度は「中長期教学ビジョン」という、改
革のための「たたき台」を公表。そして、17年度には、
ロードマップを含めて、教学ビジョン「東経大チャレ
ンジ2020」を策定しております。今後は、毎年度の
事業計画や創立120周年記念事業などに際しても、教
学ビジョンの考え方を軸に取り組んでいくことが望ま
れます。なお、教学改革の実例としては、グローバル
ラウンジ「コトパティオ」の開設、17年度からのキャ
リアデザインプログラムの実施、進一層科目群の導入
などを挙げることができるでしょう。
　一方、14年4月に大学のＨＰ上で「学長ブログ　進
一層だより」をスタートさせました。わたしの目線で、
参加した行事や会合などに関するコメントを載せてお
ります。わたしなりの「東京経済大学案内」でもあり
ます。本学の近況を身近なものとして感じ取っていた
だく媒体になればと思っております。
　大学をめぐる環境は、今後ますます厳しくなってい
きますが、本年も、皆様方のご理解とご協力を、よろ
しくお願い申し上げます。

理
事
長
・
学
長
　
新
年
の
あ
い
さ
つ

学校法人 東京経済大学　理事長 
後藤 鍈四郎

東京経済大学　学長 
堺 憲一

2018年の新春を迎えて
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大倉喜八郎記念
東京経済大学学術芸術振興会の

１５年を振り返る
本学の前身である大倉商業学校の創立者・大倉喜八郎は実業家として
大きな業績を残す一方、学術・芸術分野の振興にも力を尽くしました。

その志を継承すべく、本学では2002年4月、大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興会（略称：大倉記念学芸振興会）を発足、
著名な学者による学術講演会や各種の芸術公演を企画し、広く地域の方、一般の方 に々も公開してきました。

発足以来15年の節目を迎えた今、大倉記念学芸振興会のたどった15年を振り返ります。

設立趣意書

　このたび本学は「大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興
会」を設立することとしました。
　ここに同会の趣旨をご説明して、本学卒業生、父母の会元会
員、旧教職員、一般篤志家など本学関係者の皆様に、本会への
ご理解とご加入をお願いする次第であります。
　この大倉記念学芸振興会（略称）とは、なによりも東京経済
大学への後援者すなわちサポーターの組織であり、東京経済大
学に継続的な寄付を実行する本学関係者の組織であります。
　このような継続的な寄付者を会として組織いたしますのは、
お寄せいただく寄付金の使途を決定する場合に、寄付者ご自身
すなわち会員のご意思を尊重するためであります。 こうした
本会のあり方にかんがみ、本会会則案等は、卒業生・旧教職員
など本学関係者各分野の代表者による、設立発起人会で作成し
ていただきました。
　寄付金による本会の事業としましては、設立発起人会及び本
会設立総会では、本学の前身、大倉商業学校の創立者大倉喜八

郎の文化的貢献の志を継承して、学術芸術の振興とそれによる
本学の社会への文化的貢献を中心とすることとしました。
　具体的な事業としましては、著名な学者（例えば国際的な賞
の受賞者）による講演やシンポジウム、最新の学問の成果（例
えば生命科学）についての解説的な講座、有力な芸術家（例え
ば有望新人音楽家や有力古典芸能者）による公演などを、100
周年記念館などの本学施設で開催し、会員の皆様や本学の学生
はもとより広く社会に公開することを考えておりますが、資金
の充実に伴い、本学研究者への研究活動支援などへ事業を拡大
することも視野に入れております。
　なにとぞ、本会の趣旨と事業にご理解をたまわり、正会員ま
たは賛助会員＊としてご加入下さいますようお願い申し上げま
す。

大倉喜八郎記念東京経済大学学術芸術振興会
2002年4月

＊2016年度より一般会員に名称変更
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2002年度

6
月
15
日
◆ 

発
足
記
念
公
演
「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

10
月
5
日
■ 

「
一
科
学
者
が
歩
ん
だ
半
世
紀
の
道
─
変
動
と
変
革
の
時
代
を
経
て
─
」

 

講
師
：
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者  

江
崎
玲
於
奈

11
月
4
日
■ 

「
文
化
人
と
し
て
の
大
倉
喜
八
郎
」

 

講
師
：
作
家  

砂
川
幸
雄
（『
大
倉
喜
八
郎
の
豪
快
な
る
生
涯
』
著
者
）

11
月
27
日
■ 

「
拡
大
に
向
か
う
欧
州
連
合
と
ド
イ
ツ
経
済
」

 

講
師
：
ウ
ィ
ー
ン
大
学
客
員
教
授  

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
ッ
ク
ス

1
月
25
日
◆ 

「
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
出
演
：
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

ト
ム
ト
ム

2003年度

4
月
26
日
◆ 

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
鍵
盤
楽
器
サ
ミ
ッ
ト
─
諸
国
め
ぐ
り
」

5
月
26
日
◆ 

人
形
浄
瑠
璃
・
創
作
文
楽
「
喜
八
郎
快
商
物
語
」

6
月
14
日
◆ 

「
合
唱
で
た
ど
る
西
洋
音
楽
の
８
０
０
年
─
武
久
源
造
と
コ
ン
ヴ
ェ
ル
ス
ム
・
ム
ジ
ク
ム
─
」

10
月
9
日
■ 

「
日
本
文
化
と
そ
の
源
流
」
講
師
：
東
京
芸
術
大
学
学
長
・
画
家  

平
山
郁
夫

11
月
8
日
■ 

「
迫
り
来
る
巨
大
地
震
─
大
地
動
乱
の
時
代
へ
─
」
講
師
：
神
戸
大
学
教
授  

石
橋
克
彦

1
月
31
日
◆ 

「
秋
山
恵
美
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

2004年度

6
月
10
日
■ 

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
適
通
貨
シ
ス
テ
ム
」

 

講
師
：
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授  

ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
マ
ン
デ
ル

7
月
10
日
◆ 

「
よ
み
が
え
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
音
色　
天
平
楽
府
コ
ン
サ
ー
ト
」

9
月
25
日
■ 

「
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
─
あ
な
た
の
な
か
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
講
師
：
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
館
長  

中
村
桂
子

10
月
16
日
◆ 

「
秋
吉
敏
子
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

10
月
21
日
◆ 

映
画
上
映
『
春
香
伝
』（「
韓
国
の
映
画
と
音
楽
の
楽
し
み
」
先
行
企
画
）

11
月
13
日
◆ 

「
韓
国
の
映
画
と
音
楽
の
楽
し
み
」

 

映
画
上
映
『
風
の
丘
を
越
え
て
』
＆
「
パ
ン
ソ
リ
」
公
演

12
月
4
日
● 

書
家　
金
子
卓
義
氏
講
演
会
・
作
品
展
示
会

1
月
29
日
◆ 

「
父
と
娘
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

 

出
演
：
テ
ノ
ー
ル  

五
十
嵐
喜
芳
、
ソ
プ
ラ
ノ  

五
十
嵐
麻
利
江

2005年度

4
月
23
日
■ 

「
人
口
が
減
っ
て
い
く
日
本
の
将
来
」
講
師
：
前 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長  

阿
藤
誠

6
月
18
日
◆ 

ビ
ゼ
ー
作
曲  

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
出
演
：
ア
ー
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

9
月
17
日
■ 

「
江
戸
・
東
京
の
都
市
づ
く
り
─
川
と
台
地
」
講
師
：
法
政
大
学
教
授  

陣
内
秀
信

10
月
22
日
■ 

「
沖
縄
の
工
芸
」
講
師
：
元
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長  

水
尾
比
呂
志

11
月
4
日
● 

映
画
上
映
『
原
郷
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
へ
』
＆
「
喜
納
昌
吉
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」

2
月
4
日
◆ 

「
楊
静　
中
国
琵
琶
コ
ン
サ
ー
ト
」

2006年度

6
月
9
日
● 

「
新
憲
法
誕
生
の
裏
面
史
」

 

映
画
上
映
『
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
』
＆

 

講　
　
演
「
憲
法
九
条
は
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
か
」（
講
師
：
獨
協
大
学
教
授  

古
関
彰
一
）

7
月
29
日
◆ 

「
坂
田
美
子　
琵
琶
と
の
出
逢
い
～
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
日
本
へ
、
日
本
か
ら
世
界
へ
」

11
月
25
日
● 

「
こ
れ
か
ら
の
中
国
」
第
一
部

 

講　
　
演
「
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か　
こ
れ
か
ら
の
中
国
」

 

　
　
　
　

講
師
：
福
井
県
立
大
学
名
誉
教
授　
凌 

星
光

12
月
2
日
● 

「
こ
れ
か
ら
の
中
国
」
第
二
部

 

映
画
上
映
『
天
安
門
』

12
月
16
日
■ 

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
な
ぜ
グ
ロ
ー
バ
ル
問
題
な
の
か
」
講
師
：
本
学
名
誉
教
授  

板
垣
雄
三

2
月
3
日
◆ 

「
宇
佐
美
瑠
璃
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

2007年度

5
月
31
日
■ 

「
医
者　
井
戸
を
掘
る
」
講
師
：
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
・
医
師  

中
村 

哲

6
月
16
日
● 

「
台
湾
は
何
処
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」

 

映
画
上
映　
『
悲
情
城
市
』
＆

 

講　
　
演　
「
台
湾
現
代
史
と
『
変
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』」

 

　
　
　
　
　
講
師
：
東
京
大
学
大
学
院
教
授  

若
林
正
丈

7
月
28
日
● 

「
縄
文
か
ら
現
代
日
本
を
問
う
」

 

映
画
上
映　
『
木
と
土
の
王
国　
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
'94
』『
奥
三
面　
縄
文
の
暮
ら
し
』
＆

 

講　
　
演　
「
縄
文
人
の
思
想
」
講
師
：
國
學
院
大
學
教
授  

小
林
達
雄

10
月
6
日
■ 

「
人
間
は
ど
う
い
う
動
物
か
？
」
講
師
：
京
都
大
学
名
誉
教
授  

日
高
敏
隆

11
月
17
日
◆ 

「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
～
日
本
の
こ
こ
ろ
を
歌
う
～
」

3
月
1
日
◆ 

「
中
国
伝
統
音
楽
の
世
界
」
出
演
：
二
胡
奏
者  

チ
ェ
ン
・
ミ
ン
、
撥
弦
楽
器
奏
者  

フ
ェ
イ
・
ジ
ェ
ン
ロ
ン

2008年度

6
月
28
日
■ 

「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
と
創
造
性
～
電
気
を
通
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
発
見
す
る
ま
で
～
」

 

講
師
：
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者  

白
川
英
樹

7
月
5
日
◆ 

「
中
田
喜
直　
童
謡
・
叙
情
歌
の
世
界
～
夏
の
思
い
出
～
」

10
月
4
日
■ 

「
老
い
る
と
い
う
こ
と
」
講
師
：
作
家  

黒
井
千
次

11
月
29
日
● 
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
─
国
、
人
、
音
楽
」

 
講
師
：
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
・
元
本
学
教
授  

兵
藤
長
雄　
ピ
ア
ノ
：
江
崎
昌
子

2
月
14
日
◆ 
「
八
代
目
春
風
亭
柳
橋　
独
演
会
」

大倉記念学芸振興会の活動を彩った
学術講演会・芸術公演の数々

　
２
０
０
２
年
４
月
に
発
足
し
た
略

称
、大
倉
記
念
学
芸
振
興
会
は
、当
時

の
富
塚
文
太
郎
理
事
長
の
発
企
に
よ

る
も
の
で
、
富
塚
理
事
長
は
財
団
法

人
大
倉
文
化
財
団
の
評
議
員
と
し
て

文
化
活
動
に
も
す
で
に
携
わ
っ
て
お

り
、
ま
た
前
年
末
に
は
国
の
文
化
芸

術
振
興
基
本
法
が
成
立
し
て
い
ま
し

た
。そ
の
た
め
同
会
は
、地
域
の
文
化

芸
術
の
振
興
に
資
す
る
と
と
も
に
、

２
０
０
２
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
４
学

部
６
学
科
体
制
の
本
学
の
教
育
・
学

術
活
動
の
充
実
、
対
外
発
信
を
強
め

る
た
め
に
企
図
さ
れ
た
も
の
で
す
。

何
よ
り
も
創
造
性
豊
か
な
企
画
が
コ

ン
セ
プ
ト
な
の
で
、私
も
会
の
名
称
で

あ
る
大
倉
喜
八
郎
を
創
作
文
楽
で
表

現
し
よ
う
と
考
え
、
発
足
準
備
の
と

き
か
ら
何
度
と
な
く
三
宅
坂
の
国
立

劇
場
に
足
を
運
び
、
豊
竹
英は
な
ぶ
さ
だ
ゆ
う

太
夫
と

相
談
し
、
大
阪
の
国
立
文
楽
劇
場
の

協
力
を
得
て
、
２
０
０
３
年
5
月
に

人
形
浄
瑠
璃
「
喜
八
郎
快
商
物
語
」

の
学
内
公
演
を
実
現
し
ま
し
た
。

創造性豊かな企画がコンセプト
─発足の経緯など

村上勝彦名誉教授
（大倉記念学芸振興会発足当時の学長）

2002年4月
大倉記念学芸振興会
発足
2002年6月
発足記念公演

「佐野成宏
テノールリサイタル」
本学卒業生で世界的テノー
ル歌手でもある佐野成宏氏
を迎え、発足記念公演を開
催、学芸振興の活動をスタ
ートしました。

2002年10月
学術講演会

「一科学者が歩んだ
半世紀の道」
発足後、初めての学術講演
会ではノーベル物理学賞受
賞者・江崎玲於奈博士を講
師に迎えました。

2003年5月
芸術公演

「喜八郎
快商物語」
大倉喜八郎の物語をオリジ
ナル脚本による創作文楽で
上演、浄瑠璃を豊竹英太夫
が務めました。

2003年10月
学術講演会

「日本文化と
その源流」
ユネスコ親善大使でもあっ
た著名な日本画家・平山郁
夫画伯を迎えた日本文化の
講演会でした。

2004年6月
学術講演会

「アジアにおける最適
通貨システム」
海外からも講師を招聘、ノ
ーベル経済学賞受賞者であ
るロバート・A・マンデル博
士による講演でした。

2004年10月
芸術公演

「秋吉敏子ジャズ
ピアノリサイタル」
グラミー賞ノミネート14回、
ジャズピアニスト・秋吉敏
子さんのピアノソロによるリ
サイタルを開催しました。
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2002年度

6
月
15
日
◆ 

発
足
記
念
公
演
「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

10
月
5
日
■ 

「
一
科
学
者
が
歩
ん
だ
半
世
紀
の
道
─
変
動
と
変
革
の
時
代
を
経
て
─
」

 

講
師
：
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者  

江
崎
玲
於
奈

11
月
4
日
■ 

「
文
化
人
と
し
て
の
大
倉
喜
八
郎
」

 

講
師
：
作
家  

砂
川
幸
雄
（『
大
倉
喜
八
郎
の
豪
快
な
る
生
涯
』
著
者
）

11
月
27
日
■ 

「
拡
大
に
向
か
う
欧
州
連
合
と
ド
イ
ツ
経
済
」

 

講
師
：
ウ
ィ
ー
ン
大
学
客
員
教
授  

ヘ
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
ッ
ク
ス

1
月
25
日
◆ 

「
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
」
出
演
：
打
楽
器
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

ト
ム
ト
ム

2003年度

4
月
26
日
◆ 

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
「
鍵
盤
楽
器
サ
ミ
ッ
ト
─
諸
国
め
ぐ
り
」

5
月
26
日
◆ 

人
形
浄
瑠
璃
・
創
作
文
楽
「
喜
八
郎
快
商
物
語
」

6
月
14
日
◆ 

「
合
唱
で
た
ど
る
西
洋
音
楽
の
８
０
０
年
─
武
久
源
造
と
コ
ン
ヴ
ェ
ル
ス
ム
・
ム
ジ
ク
ム
─
」

10
月
9
日
■ 

「
日
本
文
化
と
そ
の
源
流
」
講
師
：
東
京
芸
術
大
学
学
長
・
画
家  

平
山
郁
夫

11
月
8
日
■ 

「
迫
り
来
る
巨
大
地
震
─
大
地
動
乱
の
時
代
へ
─
」
講
師
：
神
戸
大
学
教
授  

石
橋
克
彦

1
月
31
日
◆ 

「
秋
山
恵
美
子
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

2004年度

6
月
10
日
■ 

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
最
適
通
貨
シ
ス
テ
ム
」

 

講
師
：
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
授  

ロ
バ
ー
ト
・
Ａ
・
マ
ン
デ
ル

7
月
10
日
◆ 

「
よ
み
が
え
る
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
音
色　
天
平
楽
府
コ
ン
サ
ー
ト
」

9
月
25
日
■ 

「
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
─
あ
な
た
の
な
か
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
講
師
：
Ｊ
Ｔ
生
命
誌
研
究
館
館
長  

中
村
桂
子

10
月
16
日
◆ 

「
秋
吉
敏
子
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

10
月
21
日
◆ 

映
画
上
映
『
春
香
伝
』（「
韓
国
の
映
画
と
音
楽
の
楽
し
み
」
先
行
企
画
）

11
月
13
日
◆ 

「
韓
国
の
映
画
と
音
楽
の
楽
し
み
」

 

映
画
上
映
『
風
の
丘
を
越
え
て
』
＆
「
パ
ン
ソ
リ
」
公
演

12
月
4
日
● 

書
家　
金
子
卓
義
氏
講
演
会
・
作
品
展
示
会

1
月
29
日
◆ 

「
父
と
娘
の
ブ
リ
リ
ア
ン
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

 

出
演
：
テ
ノ
ー
ル  

五
十
嵐
喜
芳
、
ソ
プ
ラ
ノ  

五
十
嵐
麻
利
江

2005年度

4
月
23
日
■ 

「
人
口
が
減
っ
て
い
く
日
本
の
将
来
」
講
師
：
前 

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
所
長  

阿
藤
誠

6
月
18
日
◆ 

ビ
ゼ
ー
作
曲  

歌
劇
「
カ
ル
メ
ン
」
出
演
：
ア
ー
ツ
・
カ
ン
パ
ニ
ー

9
月
17
日
■ 

「
江
戸
・
東
京
の
都
市
づ
く
り
─
川
と
台
地
」
講
師
：
法
政
大
学
教
授  

陣
内
秀
信

10
月
22
日
■ 

「
沖
縄
の
工
芸
」
講
師
：
元
武
蔵
野
美
術
大
学
学
長  

水
尾
比
呂
志

11
月
4
日
● 

映
画
上
映
『
原
郷
、
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
へ
』
＆
「
喜
納
昌
吉
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」

2
月
4
日
◆ 

「
楊
静　
中
国
琵
琶
コ
ン
サ
ー
ト
」

2006年度

6
月
9
日
● 

「
新
憲
法
誕
生
の
裏
面
史
」

 

映
画
上
映
『
ベ
ア
テ
の
贈
り
も
の
』
＆

 

講　
　
演
「
憲
法
九
条
は
な
ぜ
制
定
さ
れ
た
か
」（
講
師
：
獨
協
大
学
教
授  

古
関
彰
一
）

7
月
29
日
◆ 

「
坂
田
美
子　
琵
琶
と
の
出
逢
い
～
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
か
ら
日
本
へ
、
日
本
か
ら
世
界
へ
」

11
月
25
日
● 

「
こ
れ
か
ら
の
中
国
」
第
一
部

 

講　
　
演
「
ど
こ
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か　
こ
れ
か
ら
の
中
国
」

 

　
　
　
　

講
師
：
福
井
県
立
大
学
名
誉
教
授　
凌 

星
光

12
月
2
日
● 

「
こ
れ
か
ら
の
中
国
」
第
二
部

 

映
画
上
映
『
天
安
門
』

12
月
16
日
■ 

「
パ
レ
ス
チ
ナ
問
題
は
な
ぜ
グ
ロ
ー
バ
ル
問
題
な
の
か
」
講
師
：
本
学
名
誉
教
授  

板
垣
雄
三

2
月
3
日
◆ 

「
宇
佐
美
瑠
璃
ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

2007年度

5
月
31
日
■ 

「
医
者　
井
戸
を
掘
る
」
講
師
：
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
・
医
師  

中
村 

哲

6
月
16
日
● 

「
台
湾
は
何
処
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」

 

映
画
上
映　
『
悲
情
城
市
』
＆

 

講　
　
演　
「
台
湾
現
代
史
と
『
変
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
』」

 

　
　
　
　
　
講
師
：
東
京
大
学
大
学
院
教
授  

若
林
正
丈

7
月
28
日
● 

「
縄
文
か
ら
現
代
日
本
を
問
う
」

 

映
画
上
映　
『
木
と
土
の
王
国　
青
森
県
三
内
丸
山
遺
跡
'94
』『
奥
三
面　
縄
文
の
暮
ら
し
』
＆

 

講　
　
演　
「
縄
文
人
の
思
想
」
講
師
：
國
學
院
大
學
教
授  

小
林
達
雄

10
月
6
日
■ 

「
人
間
は
ど
う
い
う
動
物
か
？
」
講
師
：
京
都
大
学
名
誉
教
授  

日
高
敏
隆

11
月
17
日
◆ 

「
ボ
ニ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス
～
日
本
の
こ
こ
ろ
を
歌
う
～
」

3
月
1
日
◆ 

「
中
国
伝
統
音
楽
の
世
界
」
出
演
：
二
胡
奏
者  

チ
ェ
ン
・
ミ
ン
、
撥
弦
楽
器
奏
者  

フ
ェ
イ
・
ジ
ェ
ン
ロ
ン

2008年度

6
月
28
日
■ 

「
セ
レ
ン
デ
ィ
ピ
テ
ィ
ー
と
創
造
性
～
電
気
を
通
す
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
発
見
す
る
ま
で
～
」

 

講
師
：
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
受
賞
者  

白
川
英
樹

7
月
5
日
◆ 

「
中
田
喜
直　
童
謡
・
叙
情
歌
の
世
界
～
夏
の
思
い
出
～
」

10
月
4
日
■ 

「
老
い
る
と
い
う
こ
と
」
講
師
：
作
家  

黒
井
千
次

11
月
29
日
● 

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
─
国
、
人
、
音
楽
」

 

講
師
：
元
ポ
ー
ラ
ン
ド
大
使
・
元
本
学
教
授  

兵
藤
長
雄　
ピ
ア
ノ
：
江
崎
昌
子

2
月
14
日
◆ 

「
八
代
目
春
風
亭
柳
橋　
独
演
会
」

2009年度

5
月
16
日
■ 

「
建
築
と
自
然
─
藤
森
流
建
築
の
作
り
方
」
講
師
：
建
築
家
・
東
京
大
学
教
授  

藤
森
照
信

5
月
30
日
■ 

「
今
こ
そ
学
ぼ
う
！ 

ア
フ
リ
カ
の
分
か
ち
合
い
精
神
～
ス
ー
ダ
ン
で
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
か
ら
～
」

 

講
師
：
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
理
事
長
・
医
師  

川
原
尚
行

9
月
26
日
◆ 

「
田
崎
悦
子
ピ
ア
ノ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」

10
月
17
日
◆ 

「
家
族
の
情
景
～
詩
の
朗
読
＆
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」
朗
読
：
谷
川
俊
太
郎　
ピ
ア
ノ
：
谷
川
賢
作

3
月
6
日
◆ 

「
田
代
和
久
バ
リ
ト
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

2010年度

5
月
29
日
■ 

「
誰
が
数
学
嫌
い
に
し
た
の
か
」
講
師
：
京
都
大
学
名
誉
教
授  

上
野
健
爾

7
月
3
日
■ 

「
不
老
の
精
神
」
講
師
：
作
家  

三
浦
朱
門

10
月
9
日
◆ 

「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

11
月
20
日
■ 

「
外
国
人
が
見
た
徳
川
日
本
」
講
師
：
江
戸
東
京
博
物
館
館
長  

竹
内 

誠

3
月
5
日
◆ 

「
本
田
早
美
花
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

2011年度

7
月
9
日
■ 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
一
通
貨　
ユ
ー
ロ
の
危
機
と
将
来
」
講
師
：
中
央
大
学
大
学
院
教
授  

田
中
素
香

11
月
5
日
■ 

「
科
学
の
二
つ
の
顔　
現
代
社
会
と
の
か
か
わ
り
」
講
師
：
東
洋
英
和
女
学
院
大
学
学
長  

村
上
陽
一
郎

11
月
26
日
◆ 

「
セ
ー
ン
ジ
ャ
ー
馬
頭
琴
リ
サ
イ
タ
ル
」

2
月
25
日
■ 

「
何
故
私
は
人
間
を
撮
る
の
か
東
京
～
ロ
ン
ド
ン
～
東
日
本
大
震
災
」

 

講
師
：
写
真
家  

ハ
ー
ビ
ー
・
山
口

2012年度

6
月
2
日
■ 

「
素
粒
子
と
宇
宙
」
講
師
：
東
京
大
学
教
授  

小
林
富
雄

7
月
14
日
■ 

「
平
家
の
人
　々
そ
し
て
鎮
魂
の
歳
月
」
講
師
：
本
学
名
誉
教
授  

石
丸
晶
子

10
月
13
日
◆ 

「
神
田
さ
ち
子
語
り
芝
居　
帰
っ
て
き
た
お
ば
あ
さ
ん
」

11
月
24
日
◆ 

「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

2
月
16
日
■ 

「
は
や
ぶ
さ
～
奇
跡
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
」
講
師
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
教
授  

川
口
淳
一
郎

2013年度

6
月
１
日
■ 

「
鉄
道
の
持
続
的
発
展
を
目
指
し
て
─
鉄
道
総
研
の
活
動
と
鉄
道
技
術
の
変
遷
」

 

講
師
：
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
理
事
長  

垂
水
尚
志

6
月
29
日
■ 

「
吉
村
作
治
氏
講
演
会
」

11
月
9
日
◆ 

「
梯
剛
之
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

12
月
14
日
◆ 

「
小
島
り
ち
子
タ
ン
ゴ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

2
月
22
日
◆ 

「
八
代
目
春
風
亭
柳
橋　
独
演
会
」

2014年度

5
月
17
日
■ 

「
戦
後
社
会　
ド
イ
ツ
と
日
本
─
そ
の
並
行
と
分
岐
─
」

 

講
師
：
専
修
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授  

広
渡
清
吾

6
月
28
日
■ 

「
宇
宙
と
私
た
ち
の
未
来
─
「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
「
は
や
ぶ
さ
２
」
へ
」

 

講
師
：
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
名
誉
教
授  

的
川
泰
宣

10
月
25
日
◆ 

「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

11
月
29
日
● 

講
演
「
怪
物
商
人　
大
倉
喜
八
郎
」（
講
師
：
作
家  

江
上 

剛
）
＆
「
オ
ー
ク
ラ
ウ
ロ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

2
月
14
日
■ 

「
地
球
を
め
ぐ
る
水
と
未
来
」
講
師
：
東
京
大
学
教
授  

沖 

大
幹

2015年度

6
月
6
日
◆ 

「
八
代
目
春
風
亭
柳
橋　
独
演
会
」

7
月
4
日
■ 

「
タ
イ
の
政
治
混
乱
─
せ
め
ぎ
合
う
ふ
た
つ
の
民
主
主
義
─
」

 

講
師
：
明
治
学
院
大
学
教
授  

重
冨
真
一

10
月
24
日
■ 

「
日
本
列
島
の
地
下
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
─
日
本
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
─
」

 

講
師
：
神
戸
大
学
大
学
院
教
授  

巽 

好
幸

12
月
5
日
◆ 

「
久
元
祐
子
ピ
ア
ノ
レ
ク
チ
ャ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト
～
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
命
日
に
寄
せ
て
～
」

2
月
20
日
◆ 

「
友
納
あ
け
み
シ
ャ
ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

2016年度

6
月
4
日
■ 

「
日
本
の
国
土
横
断
軸
を
支
え
る
利
根
川
・
信
濃
川
・
阿
賀
野
川
～
川
と
人
と
の
共
生
に
向
け
て
～
」

 

講
師
：
新
潟
大
学
名
誉
教
授  

大
熊 

孝

7
月
30
日
◆ 

「
信
州
青
木
村
『
義
民
太
鼓
』
＆
山
中
信
人　
津
軽
三
味
線
演
奏
会
」

10
月
22
日
◆ 

「
佐
野
成
宏
テ
ノ
ー
ル
リ
サ
イ
タ
ル
」

12
月
17
日
■ 

「
バ
イ
オ
ロ
ギ
ン
グ
で
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
海
洋
生
物
と
地
球
環
境
：
空
飛
ぶ
風
見
鳥
」

 

講
師
：
東
京
大
学
教
授  

佐
藤
克
文

2
月
18
日
■ 

「
沈
み
ゆ
く
大
国
ア
メ
リ
カ
～
逃
げ
切
れ
！ 

日
本
の
医
療
～
」

 

講
師
：
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト  

堤 

未
果

2017年度

6
月
17
日
■ 

「
国
鉄
分
割
民
営
化
30
年
─
歴
史
の
文
脈
の
中
で
考
え
る
─
」
講
師
：
立
教
大
学
名
誉
教
授  

老
川
慶
喜

7
月
22
日
◆ 

「
フ
ラ
メ
ン
コ
へ
の
お
誘
い “PASIO

N
 FLAM

EN
CA”

」

 

出
演
：
河
内
さ
お
り
フ
ラ
メ
ン
コ
ア
カ
デ
ミ
ア

10
月
21
日
■ 

「
教
育
と
職
業
の
未
来
：
21
世
紀
の
『
知
の
革
命
』
が
変
え
る
私
た
ち
の
学
び
と
仕
事
」

 

講
師
：
京
都
大
学
教
授  

飯
吉 

透

11
月
11
日
◆ 

「
奥
井
紫
麻
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

2
月
17
日
◆ 

「
八
代
目
春
風
亭
柳
橋　
独
演
会
」（
予
定
）

　
２
０
０
２
年
４
月
の
発
足
以
来
、

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
多
く
の

著
名
な
研
究
者
や
芸
術
家
に
よ
る
学

術
講
演
会
や
芸
術
公
演
を
開
催
し
て

き
た
大
倉
記
念
学
芸
振
興
会
。
い
ま

で
は
、
東
京
経
済
大
学
の
地
域
貢
献

の
一
つ
と
し
て
し
っ
か
り
と
し
た
地

位
を
確
立
し
て
い
ま
す
。
年
数
回
の

イ
ベ
ン
ト
に
は
、
毎
回
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　
ま
た
、
講
演
会
・
公
演
は
、
振
興

会
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
会
員

相
互
の
親
睦
の
機
会
と
し
て
も
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
毎

回
、
会
の
終
了
後
に
実
施
さ
れ
て
い

る
懇
親
会
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
講

演
者
・
公
演
者
と
直
に
話
が
で
き
る

貴
重
な
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
倉
記
念
学
芸
振
興
会
が
、
国
分

寺
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
に
お
い

て
文
化
・
学
芸
振
興
の
場
と
し
て
今

後
と
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
続
け

る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

大学の地域貢献の一つとして
しっかりとした地位を確立

堺 憲一学長
（大倉記念学芸振興会会長）

2009年2月
芸術公演

「八代目春風亭柳橋
独演会」
本学卒業生の柳橋師匠が初
お目見え。この後、テノー
ルの佐野さんと芸術公演の
二枚看板になっていきます。

2008年6月
学術講演会

「セレンディピティーと
創造性」
ノーベル化学賞受賞者の白
川英樹博士を迎え、電気を
通すプラスチックの発見を
語ってもらいました。

2009年10月
芸術公演

「家族の情景 詩の朗
読＆ピアノコンサート」
詩人・谷川俊太郎さんの朗
読とミュージシャン・谷川
賢作さんのピアノによる父
子共演となりました。

2010年7月
学術講演会

「不老の精神」

日本芸術院院長でもあった
作家の三浦朱門氏を迎え、
「老いるということ」をテー
マにした講演会でした。

2012年2月
学術講演会

「写真家ハービー・
山口 トークショー」
本学卒業生で世界的写真家
のハービー・山口さんを迎
え、「何故私は人間を撮るの
か」を語ってもらいました。

2014年11月
講演「怪物商人 大倉
喜八郎」＆
芸術公演「オークラウ
ロ・コンサート」
作家の江上剛氏による講演
と大倉喜八郎の息子・喜七
郎が考案した楽器・オーク
ラウロの演奏という複合企
画でした。

凡
例　
■ 

学
術
講
演
会　
◆ 

芸
術
公
演　
● 

複
合
企
画
そ
の
他

　
　
　
肩
書
き
等
は
全
て
講
演
・
公
演
当
時
、
敬
称
略
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大倉記念学芸振興会イベント開催報告

教育と職業の未来
─21世紀の『知の革命』が変える私たちの学びと仕事

大倉記念学芸振興会理事　新正裕尚　経営学部教授（「地球の科学」ほか担当）

奥
おく

井
い

紫
し

麻
お

ピアノリサイタル
取材：広報課インターン生　蒔田愛加（コミュニケーション学部３年）・渡邉 翔（経済学部３年）

　
10
月
21
日
の
学
術
講
演
会
で
は
大
型
台

風
接
近
の
篠
突
く
雨
の
中
、
京
都
大
学
教

授
・
教
育
担
当
理
事
補
の
飯
吉
透
先
生
を

お
迎
え
し
、
社
会
の
流
動
化
の
な
か
で
教

育
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
り
、
変
わ
っ
て
い

く
べ
き
か
に
つ
い
て
、
先
進
的
な
事
例
紹

介
を
含
め
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
₅0
年
程
前
の
学
習
雑
誌
の
空
想
記

事
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
教
え
る
未
来
の

学
校
の
様
子
を
引
き
、
教
育
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
は
何
か
？
と
問
題
提
起
さ
れ
ま
し

た
。
一
般
に
考
え
ら
れ
る
「
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
＝
技
術
革
新
」
で
は
な
く
精
神
的
所

産
が
か
か
わ
る
こ
と
を
強
調
し
、
人
に
よ

っ
て
「
必
要
な
形
」
で
教
育
を
届
け
ね
ば

な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
Ａ
Ｉ
、
教
育
ゲ
ー
ム
と
仮
想

現
実
の
話
題
を
経
て
、
教
育
の
オ
ー
プ
ン

化
へ
と
移
り
ま
す
。
先
駆
け
と
し
て
マ
サ

　
11
月
11
日
に
は
、
本
学
国
分
寺
キ
ャ
ン

パ
ス
の
Ｄ
１
０
１
教
室
に
お
い
て
芸
術
公

演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」
で
、

ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
の
は
今
年
７
月
に
小

林
研
一
郎
指
揮
に
よ
る
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
と
の
共
演
で
グ
リ
ー

グ
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
弾
き
、
鮮
烈
な
日

本
デ
ビ
ュ
ー
を
飾
っ
た
ば
か
り
の
奥
井
紫

麻
さ
ん
。
若
干
13
歳
の
若
き
天
才
ピ
ア
ニ

ス
ト
で
す
。

　
幼
く
し
て
才
能
を
見
出
さ
れ
た
奥
井
さ

ん
は
、
ロ
シ
ア
に
招
か
れ
て
現
在
も
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
記
念
ロ
シ
ア
国
立
モ
ス
ク

ワ
音
楽
院
付
属
中
央
音
楽
学
校
で
そ
の
演

奏
に
磨
き
を
か
け
続
け
て
い
る
逸
材
で
、

海
外
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
入
賞
経
験
か
ら

現
在
の
と
こ
ろ
は
海
外
で
の
注
目
度
が
高

い
よ
う
で
す
。
今
後
は
日
本
国
内
で
も
大

い
に
注
目
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

著
名
な
芸
術
家
に
よ
る
公
演
開
催
は
も
ち

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
のO

＊pen-
C

ourseW
are

で
年
間
授
業
料
が
８
０

０
万
円
も
す
る
大
学
の
多
数
の
授
業
が
オ

ン
ラ
イ
ン
で
公
開
さ
れ
た
衝
撃
と
瞬
く
間

に
世
界
中
に
拡
が
っ
た
取
り
組
み
例
を
説

明
し
、
京
都
大
学
も
山
極
総
長
自
ら
霊
長

類
学
で
ｅ＊

ｄ
Ｘ
に
参
戦
す
る
模
様
が
動
画

を
含
め
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
教
え

る
こ
と
が
教
師
の
専
売
特
許
で
は
な
く
、

意
欲
あ
る
人
が「
互
い
に
学
び
教
え
合
う
」

場
が
芽
生
え
つ
つ
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
広
い
視
野
・
多
面
的
洞
察
に

様
々
な
専
門
的
知
識
・
能
力
が
ぶ
ら
下
が

っ
た
「
超
Ｔ
型
人
材
」
が
必
要
で
あ
る
こ

と
、
さ
ら
に
「『
仕
事
』
と
『
学
び
』
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
融
合
し
、
そ
の
両
者
の
間

を
、
誰
も
が
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
自
由
に

行
き
来
し
な
が
ら
自
己
成
長
し
続
け
ら
れ

る
社
会
」
を
開
か
れ
た
教
育
が
可
能
と
す

る
こ
と
に
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
発
達
に
よ
り
万
人
が
創
意
工

夫
で
教
育
に
参
加
で
き
る
時
代
が
来
て
お

り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
始
め

て
み
よ
う
と
思
わ
せ
ら
れ
る
講
演
で
し
た
。

　
教
育
や
人
材
育
成
に
も
か
か
わ
る
話
題

と
い
う
こ
と
で
、
井
澤
邦
夫
国
分
寺
市
長
、

星
野
信
夫
前
国
分
寺
市
長
を
は
じ
め
、
遠

方
の
大
学
の
教
員
な
ど
少
し
普
段
と
異
な

る
聴
講
者
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

超
大
量
の
話
題
を
提
供
さ
れ
た
た
め
、
振

り
返
り
用
に
当
日
の
ス
ラ
イ
ド
をw

eb

上
で
配
布
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
た
こ

と
も
付
記
し
て
お
き
ま
す
。

＊ O
penC

ourseW
are

：
大
学
等
で
正
規
に
提
供
さ

れ
た
講
義
と
そ
の
関
連
情
報
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

の
無
償
公
開
活
動

＊ 

ｅ
ｄ
Ｘ
：
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ

工
科
大
学
が
２
０
１
２
年
に
設
立
し
た
非
営
利
の
教
育

機
関

ろ
ん
の
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
新
鋭
芸
術
家
の
招
聘
に
も
意
を
注

い
で
い
る
大
倉
記
念
学
芸
振
興
会
に
ふ
さ

わ
し
い
企
画
で
し
た
。

　
演
奏
さ
れ
た
の
は
シ
ョ
パ
ン
の
３
曲
を

中
心
に
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
、
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー

な
ど
の
作
品
に
ア
ン
コ
ー
ル
を
加
え
て
計

７
曲
。
白
の
ド
レ
ス
を
ま
と
っ
た
小
さ
な

ピ
ア
ニ
ス
ト
が
と
き
に
は
大
き
く
身
体
を

揺
ら
し
て
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
と
き
に
は
力

強
く
も
繊
細
な
タ
ッ
チ
で
音
を
紡
ぎ
出
す

姿
は
、
と
て
も
13
歳
の
少
女
と
は
思
え
な

い
ほ
ど
堂
々
と
し
た
も
の
で
、
聴
衆
が
演

奏
に
心
奪
わ
れ
て
聴
き
入
っ
て
い
る
よ
う

す
が
見
て
と
れ
ま
し
た
。
演
奏
を
終
え
た

奥
井
さ
ん
に
向
け
て
「
ブ
ラ
ボ
ー
」
の
声

が
飛
び
、
場
内
は
万
雷
の
拍
手
に
包
ま
れ

た
素
晴
ら
し
い
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

大 倉 記 念 学芸 振 興会学術講 演会レポート

大 倉 記 念学芸 振 興会芸 術公 演レポート
当日のプログラム
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東経大TOPICS

春風亭柳橋独演会

「進一層」の気概を持って
～学生のチャレンジは続く

南川客員教授が
中国の環境と開発に
関する国際協力委員に
就任

　困難に出合ってもひるまずに、なお
一層前に進む。大倉喜八郎の残した「進
一層」という言葉を実践するように、
学生たちは主体的に数々のチャレンジ
に取り組んでいます。昨年の２月には
現代法学部の橋爪幸代ゼミのゼミ生た
ちが少子化解消提言コンテスト「Over 
Million Challenge」でグランプリ獲
得という栄冠を勝ち得ましたが、その
後も学生たちのチャレンジは絶えず続
けられてきています。
　毎年のように好成績を挙げることで
は常連校になったともいえる「日銀グ
ランプリ」。日本金融への提言を課題
として実施される大会で、2017年度
は全国39大学112編の応募論文の中
から経済学部の石川雅也ゼミから参加
した１チームが書類審査を通過して決
勝進出を果たしました。同時に決勝進
出チームに次ぐ上位８チームに授与さ
れる奨励賞にも石川ゼミの２チームが
選ばれています。11月23日（木・祝）
に日本銀行本店（東京・中央区）で開
催された決勝大会では「プレミアム・
インフラ・プロジェクトの推奨～多様

性が生む経済成長の追い風～」のタイ
トルでプレゼンテーションを行い、敢
闘賞を受賞。昨年、今年と２年連続で
決勝進出を果たしたことは、続く学生
の意気込みにもつながるのではないで
しょうか。
　一方で、経営学部の関口和代教授が
担当する特別講義「ビジネス創造」を
履修する学生のグループは、学生によ
る新事業提案コンテスト「キャンパス

ベンチャーグランプリ」に挑戦。書類
選考による22グループが10グループ
に絞り込まれるセミファイナルを勝ち
抜き、東京大会最終審査会へ駒を進め
ました。最終審査会は11月28日（火）
に霞山会館（東京・千代田区）で行わ
れ、プラン名「高齢者から子供へ伝え
る体験型教育事業」で奨励賞を受賞。
こうした挑戦は後に続く学生たちに大
きな刺激を与えることでしょう。
　ここで紹介したほかにも学生たちは
それぞれに様々な挑戦を繰り広げてい
ます。本学HPではそうした学生たち
の活躍を逐次紹介していますので、
トップページのニュース欄にはぜひ注
目を。

　このたび中国政府からの要請を受け
「中国　環境と開発に関する国際協力
委員会」の委員に、南川秀樹客員教授
が就任しました。南川客員教授は
1974年の環境庁（現環境省）に入庁
以来、自然環境局長、地球環境局長、
官房長、環境事務次官を歴任、2014
年4月からは本学客員教授として「地
球環境問題」などの講義を担当してい
る環境問題の専門家です。
　今回の委員就任にあたって広報課で
は一問一答形式のインタビューを行い、
委員会の位置づけや委員としての抱負
などを南川客員教授に語ってもらいま
した。
　インタビューの詳細は本学ＨＰ

（http://www.tku.ac.jp/news/020163.
html）に掲載しています。トップペー
ジ左上のキーワード検索「南川客員教
授　就任」からご覧ください。

大倉記念学芸振興会　次回イベントのお知らせ

詳 細 は 本 学 W e b サ イ ト ・ ト ッ プ ペ ー ジ の イ ベ ン ト 情 報 を ご 覧 く だ さ い。

2018年2月17日（土）　15時開演
出演  八代目春風亭柳橋師匠ほか
場所  本学国分寺キャンパス　

大倉喜八郎 進一層館（フォワードホール）

芸術公演
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す
。
既
に
こ
の
解
決
案
に
近
し
い
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
企
業
も
あ
る
よ
う
で
、
全
体
的

に
と
て
も
現
実
味
の
あ
る
提
案
が
で
き
た
と

自
負
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、
日
本
社
会
の
現
状
で
は
、
育
児
を
理
由

に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
女
性
や
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
悩
み

を
抱
え
る
人
が
多
く
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
こ
の
問
題
は
他
人
事

で
な
く
、
私
た
ち
学
生
の
多
く
も
ま
た
数
年

後
に
同
じ
問
題
を
抱
え
る
事
に
な
る
と
い
う

危
機
感
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
の
誰
も
が
直
面

し
う
る
問
題
を
、
当
事
者
に
な
っ
て
か
ら
考

え
る
の
で
は
遅
い
、
直
面
し
て
か
ら
で
は
正

し
い
行
動
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
女
性
の
活
躍

を
阻
害
す
る
根
本
的
な
原
因
は
、
女
性
の
問

題
で
は
な
く
職
場
や
家
庭
の
環
境
、
女
性
は

家
庭
や
育
児
中
心
と
い
う
日
本
社
会
が
持
つ

考
え
方
の
問
題
だ
と
気
が
つ
い
た
の
で
す
。

今
の
日
本
社
会
に
お
け
る「
働
き
方
改
革
」は
、

当
然
個
人
で
解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、

一
緒
に
働
く
周
囲
の
人
間
や
組
織
も
積
極
的

に
関
わ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
学
生
が
社
会
を
変
え
る
こ
と

は
不
可
能
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
、
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
。
学
生
に

し
か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
、
私
た

ち
は
「T

K
U

 U
nlim

ited

」
と
い
う
団
体

２
０
１
７
年
10
月
28
日
㈯
、
私
た
ち
の
今

年
度
の
活
動
の
集
大
成
「
働
き
方
を
考

え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
大
倉
喜
八
郎 

進

一
層
館
で
行
い
ま
し
た
。
企
業
２
社
に
よ
る

働
き
方
改
革
に
関
す
る
講
演
と
、
学
生
に
よ

る
活
動
発
表
、
小
山
健
太
先
生
を
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
と
し
て
学
生
と
企
業
に
よ
る
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
総
勢
90
名

を
超
え
る
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
前
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
比
較
す
る

と
、
参
加
さ
れ
た
多
く
の
方
に
「
働
き
方
」

に
関
す
る
何
ら
か
の
意
識
変
化
が
あ
り
、
80

％
以
上
の
方
か
ら
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に

満
足
し
た
と
回
答
頂
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
、
実
際
に
「
働
き
方
改
革
」
を

意
識
し
始
め
た
の
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

か
ら
遡
る
こ
と
5
カ
月
、
5
月
末
に
行
わ
れ

たGoogle W
om

enw
ill

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
既
に

働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
始
め
て
い
る
企
業

や
団
体
の
事
例
を
学
び
、
現
在
、
主
に
女
性

が
置
か
れ
て
い
る
「
育
児
と
仕
事
の
両
立
」

と
い
う
問
題
に
対
し
て
解
決
策
を
グ
ル
ー
プ

で
考
案
し
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う

と
い
う
も
の
で
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

中
で
考
案
さ
れ
た
取
組
み
の
一
つ
「
子
ど
も

参
観
」
と
い
う
問
題
解
決
策
は
、
上
司
が
一

日
、
部
下
の
子
ど
も
の
面
倒
を
み
る
と
い
う

取
組
み
で
、
育
児
を
し
な
が
ら
仕
事
を
す
る

大
変
さ
を
体
験
し
共
有
し
て
も
ら
う
目
的
で

社会を変える一歩を東京経済大学から

「働き方を考えるシンポジウム」と
その開催に向けた私たちの活動

キャリアデザインプログラム１年 加藤美香
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資
料
設
置
の
許
可
を
得
ま
し
た
。
ま
た
報
道

機
関
に
向
け
た
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
を
作
成

し
、
新
聞
社
に
直
接
働
き
か
け
も
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
特
別
な
機
会
が
な

い
限
り
大
学
生
で
は
経
験
の
で
き
な
い
こ
と

で
、
学
生
の
枠
を
超
え
た
実
績
と
し
て
メ
ン

バ
ー
の
皆
に
と
っ
て
と
て
も
大
き
な
自
信
に

繋
が
り
ま
し
た
。

そ
の
反
面
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
施
が
決
定

し
て
か
ら
具
体
的
に
動
き
出
す
ま
で
に

多
く
の
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
や
、

来
場
者
目
標
を
大
き
く
下
回
っ
て
し
ま
っ
た

こ
と
な
ど
今
後
の
課
題
も
多
く
残
さ
れ
ま
し

た
。
次
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
期
待
す
る
声
も

次
々
と
あ
が
っ
て
い
ま
す
の
で
、
振
返
り
を

行
い
学
生
の
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
で
今
後
も

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
の
あ
る
活
動
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
公
益

財
団
法
人
プ
ラ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ジ
ャ
パ
ン
の
協
力
を
得
て
、
途
上
国
で
教
育

が
受
け
ら
れ
な
い
環
境
や
、
性
差
別
に
苦
し

む
少
女
た
ち
を
支
援
し
て
い
く
活
動
も
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

T
K

U
 U

nlim
ited

は
、「
ど
ん
な
こ
と
に

も
限
界
を
決
め
ず
、
ま
ず
は
挑
戦
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
に
し
か
で
き
な
い
挑
戦
を
今
後
も
続
け
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
意
思
が
、
今
後
、

東
京
経
済
大
学
の
学
生
た
ち
に
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

と
考
え
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
行
し
た
の
で
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
や
運
営
は
、
私
た

ち
学
生
が
成
長
す
る
と
て
も
良
い
機
会

で
も
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
ト
ラ
ブ
ル
対

応
は
授
業
で
は
決
し
て
学
ぶ
こ
と
の
で
き
な

い
真
の
学
び
で
し
た
。
私
が
ト
ラ
ブ
ル
対
応

中
に
気
付
い
た
こ
と
は
、
ピ
ン
チ
の
時
こ
そ

焦
ら
ず
慎
重
に
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
先
手
を
打
っ
て
動
こ
う
と
す
る
と
、

結
局
は
完
全
な
対
応
は
で
き
ず
中
途
半
端
で

終
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
う
苦
い
経
験
も
し
て
、

私
は
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
そ

れ
ぞ
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
通
じ
て
大

き
な
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。
学
内
・
学
外
広

報
活
動
班
、
運
営
準
備
班
に
分
か
れ
、
各
リ

ー
ダ
ー
を
中
心
に
実
践
的
に
活
動
を
行
い
ま

し
た
。
学
外
広
報
班
は
、
他
大
学
に
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
案
内
電
話
を
か
け
約
50
大
学
か
ら

し
て
も
働
く
こ
と
の
現
実
を
知
ら
な
い
以
上
、

具
体
的
に
当
事
者
た
ち
の
抱
え
て
い
る
想
い

が
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
で
す
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
、
北
山
聡
准
教
授
、
新
井
一
央
特
命

講
師
、
小
山
健
太
専
任
講
師
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い「
築
い
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
の
断
絶
」

に
大
き
な
問
題
が
あ
る
と
気
が
付
き
ま
し
た
。

一
般
的
に
女
性
（
男
性
）
は
、
子
ど
も
が
誕

生
す
る
と
養
育
に
割
く
時
間
を
確
保
す
る
た

め
正
社
員
で
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
を
断
絶

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
発
生
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
学
生
時
代
も
含
め
そ
れ
ま
で
に

積
み
上
げ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
は
ど
う
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。
子
育
て
が
理
由
で
、
自
ら
の

キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で

あ
れ
ば
、
早
く
そ
の
よ
う
な
環
境
を
変
え
な

く
て
は
い
け
な
い
と
焦
り
を
感
じ
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
「
働
き
方

改
革
」
と
い
う
言
葉
を
も
っ
と
世
間
一
般
に

広
く
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。「
働
き

方
改
革
」
は
企
業
や
団
体
が
制
度
を
作
る
こ

と
が
主
と
し
て
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
本

質
は
ひ
と
り
ひ
と
り
が
「
相
手
の
気
持
ち
に

寄
り
添
う
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
働

き
方
を
変
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
だ
と
考
え

ま
す
。
制
度
は
あ
く
ま
で
も
働
き
や
す
く
す

る
ツ
ー
ル
で
あ
っ
て
、
根
本
的
な
改
革
に
は

な
ら
な
い
の
で
す
。
そ
の
よ
う
な
事
実
や
考

え
方
を
、
す
こ
し
で
も
多
く
の
人
に
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
私
た
ち
の
今
す
べ
き
こ
と
だ

を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
活
動
を
共
に
す
る

23
人
で
立
ち
上
げ
、社
会
に
「
働
き
方
改
革
」

に
つ
い
て
投
げ
か
け
、
情
報
を
提
供
し
共
に

考
え
て
い
く
と
い
う
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
誰
も
が
活

躍
で
き
幸
せ
な
社
会
人
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
「
私
ら
し
い
咲
き
方
」
を
テ

ー
マ
に
、「
働
き
方
改
革
」
に
取
り
組
む
企

業
の
事
例
か
ら
学
び
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立

を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
、
運
営
を

行
っ
た
の
で
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
直
後
は
、
な
ぜ
学
生

が
社
会
に
訴
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
、

な
に
を
学
生
と
い
う
立
場
で
訴
え
た
い
の
か
、

な
ぜ
働
き
方
改
革
が
必
要
な
の
か
、
核
心
と

な
る
点
が
定
ま
ら
ず
多
く
の
時
間
を
費
や
し

ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
趣
旨
を
打
ち
出
す
に

シンポジウムに向けて議論を重ねる学生たち

私たちがシンポジウムを作り上げました
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Session 1

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
地
域
発
展
の
ニ
ュ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ム
」報
告

南
川
秀
樹
◦
経
済
発
展
と
環
境
保
全
は
両
立

で
き
る
の
か
。
日
本
に
は
足
尾
鉱
毒
事
件
な

ど
地
域
環
境
を
破
壊
し
た
残
念
な
歴
史
が
あ

る
。
現
在
、
脱
炭
素
化
に
む
け
た
取
り
組
み

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
進
み
、
太
陽
光
、
風
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
で
は
中
国
、
韓
国
の
企
業
が
強

く
、
日
本
は
出
遅
れ
て
い
る
。
今
後
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
を
減
ら
し
、
発
電
は
Ｃ
Ｏ
２
が

出
な
い
も
の
に
し
、
生
物
多
様
性
を
守
る
こ

と
が
経
済
的
か
つ
資
源
保
護
に
も
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
が
重
要
だ
。
規

制
だ
け
で
は
難
し
い
。
環
境
倫
理
を
打
ち
立

て
る
こ
と
も
必
要
だ
。
自
然
を
守
れ
ば
観
光

客
も
増
え
経
済
発
展
に
も
つ
な
が
る
。
日
本

と
中
国
の
都
市
が
連
携
し
、
地
域
の
経
験
を

語
り
、
共
に
学
び
研
究
し
て
い
く
。
中
国
の

環
境
改
善
に
力
を
尽
く
し
日
中
韓
協
力
で
環

境
問
題
に
取
り
組
み
た
い
。

田
中
幹
夫
◦
南
砺
市
は
「
合
掌
造
り
」
が
世

界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
自
然
と
共
生

し
、
環
境
へ
の
負
担
が
少
な
い
暮
ら
し
と
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
「
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
構
想
」
を
進
め
て
い
る
。
森
林
資
源
を
生

か
し
、製
材
所
か
ら
出
る
お
が
く
ず
か
ら「
木

質
ペ
レ
ッ
ト
」
を
作
る
工
場
を
建
設
中
で
あ

る
。
自
前
の
燃
料
を
利
用
し
た
エ
コ
ビ
レ
ッ

ジ
住
宅
ゾ
ー
ン
を
つ
く
る
活
動
も
市
内
外
の

人
が
勉
強
を
し
つ
つ
進
め
て
い
る
。
新
た
な

住
民
自
治
の
仕
組
み
と
な
る
小
規
模
多
機
能

自
治
を
目
指
し
、
市
民
が
幸
福
感
を
抱
く
町

づ
く
り
を
実
際
に
様
々
や
る
と
教
育
、
産
業
、

イ
ベ
ン
ト
、
福
祉
の
各
分
野
に
ま
た
が
っ
て

　

本
学
経
済
学
部
の
尾
崎
寛
直
准
教
授
が
総

合
司
会
を
務
め
、
本
学
教
職
員
、
学
生
の
ほ

か
中
国
を
含
む
外
部
か
ら
百
数
十
名
の
来
場

者
が
あ
っ
た
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
地

域
活
性
化
へ
の
多
様
な
方
向
性
を
提
示
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
で
は
、
堺
憲
一
学
長
が
祝
辞
と

と
も
に
「
周
牧
之
経
済
学
部
教
授
ゼ
ミ
の
学

生
が
頑
張
り
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
運
営
に

当
た
っ
て
い
る
」
と
紹
介
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
森
本
英
香
環
境
事
務
次
官
が
挨
拶

し
、「
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
持
続
的
取
り
組
み
を
、

人
の
幸
福
、
生
活
の
質
の
向
上
、
地
域
の
発

展
に
つ
な
が
る
形
で
続
け
る
こ
と
が
重
要
。

環
境
、
経
済
、
社
会
問
題
の
同
時
解
決
を
は

か
る
べ
き
だ
。
地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
国

立
公
園
を
世
界
水
準
に
高
め
、
年
間
２
５
０

０
万
人
に
上
る
訪
日
外
国
人
の
旅
行
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
。
こ
れ
を
地
域
の
幸
福
に
つ
な
げ

た
い
。
森
里
山
海
、
地
域
循
環
共
生
に
向
け

日
本
と
中
国
が
協
力
す
る
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

以
下
に
、
当
日
行
っ
た
３
つ
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
で
の
登
壇
者
の
発
言
要
旨
を
紹
介
し
ま
す

（
敬
称
略
）。

　

地
域
の
空
洞
化
、
東
京
へ
の
一
極
集
中
、

情
報
革
命
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
、
そ

し
て
待
っ
た
な
し
の
環
境
問
題
│
│
地
域
と

大
都
市
を
と
り
ま
く
課
題
を
ど
う
見
据
え
、

発
展
へ
の
道
の
り
を
ど
う
さ
ぐ
る
か
│
│
。

東
京
経
済
大
学
と
一
般
財
団
法
人
日
本
環
境

衛
生
セ
ン
タ
ー
は
２
０
１
７
年
11
月
11
日
㈯
、

学
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
地
域
発
展
の
ニ
ュ
ー
パ

ラ
ダ
イ
ム
」（
後
援
：
環
境
省
、
一
般
社
団

法
人
場
所
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
を
本
学
の
大

倉
喜
八
郎 

進
一
層
館
（
フ
ォ
ワ
ー
ド
ホ
ー

ル
）
で
開
催
し
ま
し
た
。

経
済
学
部
教
授 

周 

牧
之

セ
ッ
シ
ョ
ン
１　

地
域
と
環
境

地
域
や
企
業
の
環
境
に
配
慮
し
た
発
展
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

司
　
　
　
会
：
南
川
秀
樹
　
本
学
経
済
学
部
客
員
教
授
・
一
般
財
団
法
人
日
本
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
理
事
長

パ
ネ
リ
ス
ト
：
田
中
幹
夫
　
富
山
県
南
砺
市
長

　
　
　
　
　
　
鈴
木
悌
介
　
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
グ
ル
ー
プ
代
表
取
締
役
副
社
長

　
　
　
　
　
　
信
時
正
人
　
横
浜
国
立
大
学
客
員
教
授

　
　
　
　
　
　
袖
野
玲
子
　
慶
應
義
塾
大
学
准
教
授

森本英香環境事務次官　挨拶
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ー
を
流
し
、
環
境
を
支
え
る
こ
と
が
要
と
な

る
。

小
椋
正
清
◦
近
江
は
古
く
か
ら
東
西
の
分
岐

点
、
交
流
点
、
多
様
性
の
高
い
地
域
で
あ
り
、

近
江
商
人
が
活
躍
し
た
。
轆ろ
く

轤ろ

を
使
い
木
材

を
原
料
に
椀
や
盆
な
ど
を
作
る
木
地
師
が
、

近
江
商
人
の
手
引
き
を
し
た
歴
史
も
あ
る
。

売
り
手
よ
し
買
い
手
よ
し
経
済
よ
し
の
「
三

方
よ
し
」
が
近
江
商
人
の
精
神
だ
。
市
全
体

で
進
め
る
２
０
３
０
年
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
の

た
め
に
、「
東
近
江
三
方
よ
し
基
金
」
を
設

立
し
、
３
０
０
万
円
集
ま
っ
た
。
無
担
保
で

貸
せ
る
制
度
を
若
い
起
業
家
に
利
用
し
て
も

ら
う
な
ど
、
基
金
を
軸
と
し
た
事
業
が
始
ま

っ
て
い
る
。

深
尾
昌
峰
◦
地
域
市
民
が
自
ら
資
金
を
調
達

す
る
こ
と
で
地
域
の
あ
り
方
を
変
え
て
い
け

る
。
投
資
の
あ
り
方
を
変
え
る
社
会
投
資
だ
。

い
ま
ま
で
の
投
資
は
収
益
を
軸
と
し
て
評
価

し
て
い
た
が
、
社
会
的
利
益
を
ど
う
考
え
る

か
が
大
切
だ
。
地
域
の
補
助
金
改
革
の
実
験

の
ひ
と
つ
が
「
東
近
江
三
方
よ
し
基
金
」
で
、

社
会
的
投
資
を
募
っ
て
地
場
産
業
化
す
る
実

験
で
あ
る
。
市
民
の
行
動
様
式
を
変
え
、
地

域
活
性
化
へ
向
け
て
お
金
の
流
れ
を
デ
ザ
イ

ン
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

太
田
浩
史
◦
地
域
が
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で

き
た
土
地
独
特
の
尊
さ
や
良
さ
を
「
土
徳
」

と
呼
ぶ
。
土
徳
は
目
に
見
え
ず
金
に
勘
定
で

き
な
い
。
無
限
で
、
共
有
し
か
で
き
な
い
。

社
会
的
投
資
は
何
に
投
資
す
る
か
が
要
だ
。

地
域
の
育
む
力
、
美
し
い
心
、
美
し
い
生
活

を
磨
き
、
ど
う
伝
え
る
か
に
つ
な
が
る
お
金

の
使
い
方
を
考
え
る
こ
と
だ
。
表
は
経
済
、

裏
は
土
徳
に
裏
付
け
ら
れ
て
地
域
は
発
展
す

る
。

択
さ
れ
た
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
取
り
組
み
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

地
域
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
い
か
し
、
各
々

抱
え
る
課
題
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
参
考

に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
だ
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

貧
困
、
飢
餓
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
気
候
変
動
、

平
和
的
社
会
と
持
続
可
能
な
開
発
と
い
っ
た

経
済
、
社
会
、
環
境
に
統
合
的
に
対
応
す
る

よ
う
作
っ
た
17
目
標
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
密
接
に
関
連
し
て
い
る
。
一
つ
の
目
標

に
取
り
組
め
ば
他
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
も
波
及

効
果
が
あ
る
。
諸
目
標
を
達
成
す
べ
く
力
を

尽
く
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

モ
デ
ル
都
市
、
２
０
１
１
年
に
は
環
境
未
来

都
市
に
な
っ
た
。脱
温
暖
化
行
動
方
針「CO

- 
D

O
30

」
を
策
定
し
、低
炭
素
、地
域
活
性
化
、

国
際
展
開
を
テ
ー
マ
に
、
環
境
も
防
災
も
、

市
内
の
ど
こ
に
川
や
崖
が
あ
る
の
か
の
把
握

か
ら
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ
使
用
で
将
来
を
描
き
進

め
て
い
る
。
取
り
組
み
の
一
つ
が
１
０
０
０

社
以
上
の
企
業
と
市
民
参
加
で
行
う
「
横
浜

ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
事
業
」
で
、
金
沢
区
八
景

島
の
沖
合
で
わ
か
め
、
こ
ん
ぶ
を
作
る
。
Ｃ

Ｏ
２
削
減
と
海
洋
浄
化
が
進
み
、
地
域
産
業

が
育
つ
。

袖
野
玲
子
◦
日
本
の
自
治
体
で
の
国
連
で
採

い
く
。
今
後
は
雪
国
の
地
域
性
を
生
か
し
た

小
水
力
発
電
、
発
酵
バ
イ
オ
マ
ス
農
業
を
、

エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
モ
デ
ル
事
業
フ
ァ
ン
ド

を
活
用
し
進
め
た
い
。

鈴
木
悌
介
◦
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
経
験
か
ら
中
央
集
権
型
と
は
別
の
、
小
規

模
で
分
散
型
、
再
生
可
能
な
地
産
地
消
エ
ネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
作
る
必
要
性
を
痛
感
し

た
。
２
０
１
３
年
に
は
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
か
ら

経
済
を
考
え
る
経
営
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会

議
」
を
中
小
企
業
３
０
０
社
が
集
ま
っ
て
発

足
し
た
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ん
で
も
相
談
所
」

を
設
け
、
太
陽
光
、
風
力
、
バ
イ
オ
マ
ス
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
企
業
の
省
エ
ネ
の
取

り
組
み
を
支
え
て
い
る
。
地
域
の
企
業
34
社

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
作
り
、
地
元
で
電
力

の
小
売
を
始
め
て
地
産
地
消
の
仕
組
み
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
。
小
田
原
市
は
毎
年
３
０

０
億
円
ほ
ど
外
か
ら
買
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
っ
て
い
る
。
そ
の
中
の
１
〜
２
割
で
も
国

内
各
地
域
が
自
前
で
賄
え
ば
地
域
の
経
済
活

性
化
の
原
資
に
な
り
う
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
で

地
産
地
消
す
る
こ
と
が
最
大
の
経
済
振
興
策

と
な
る
。

信
時
正
人
◦
横
浜
市
は
２
０
０
８
年
に
環
境

吉
澤
保
幸
◦
地
域
の
環
境
へ
の
取
り
組
み
の

中
で
、
循
環
を
支
え
る
ロ
ー
カ
ル
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
の
流
れ
が
出
て
い
る
。
低
成
長
の
中
、

ど
う
金
融
構
造
を
変
え
地
域
の
発
展
を
目
指

す
か
が
問
わ
れ
る
。

中
井
徳
太
郎
◦
環
境
省
の
「
つ
な
げ
よ
う
、

支
え
よ
う
森
里
川
海
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

２
０
５
０
年
に
温
室
効
果
ガ
ス
を
80
％
減
ら

せ
て
い
る
社
会
、
世
界
と
調
和
し
て
い
る
イ

メ
ー
ジ
で
、
循
環
共
生
型
社
会
を
め
ざ
す
。

環
境
は
付
加
価
値
が
伸
び
る
分
野
で
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。
温
暖
化
対
策
の

た
め
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
融
資
を
進
め
る

B
ank of A

m
erica

の
動
き
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
関
連
株
式
に
投
資
す
る
動
き
も
進
ん
で
い

る
。
金
融
の
活
用
を
通
じ
た
地
方
創
生
と
持

続
可
能
な
社
会
に
向
け
て
、
フ
ァ
ン
ド
と
し

て
環
境
案
件
に
お
金
が
回
る
仕
組
み
を
つ
く

る
べ
き
だ
。
地
域
の
目
線
で
、
地
域
の
創
生

フ
ァ
ン
ド
を
つ
く
り
、
必
要
な
課
題
に
マ
ネ

Session 2
セ
ッ
シ
ョ
ン
２　

地
域
と
金
融

環
境
金
融
、
地
域
金
融
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
と

取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

司
　
　
　
会
：
吉
澤
保
幸
　
一
般
社
団
法
人
場
所
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
名
誉
理
事

パ
ネ
リ
ス
ト
：
小
椋
正
清
　
滋
賀
県
東
近
江
市
長

　
　
　
　
　
　
中
井
徳
太
郎
　
環
境
省
総
合
環
境
政
策
統
括
官

　
　
　
　
　
　
太
田
浩
史
　
真
宗
大
谷
派
高
岡
教
区
大
福
寺
住
職

　
　
　
　
　
　
深
尾
昌
峰
　
龍
谷
大
学
准
教
授

南川秀樹客員教授（セッション1）
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松
市
の
中
心
商
店
街
の
再
開
発
で
は
、
シ
ャ

ッ
タ
ー
が
閉
ま
っ
て
い
た
ア
ー
ケ
ー
ド
街
に

広
場
を
作
っ
た
。
若
い
母
親
が
バ
ギ
ー
を
押

し
て
来
る
よ
う
に
な
り
、
お
年
寄
り
が
お
し

ゃ
れ
を
し
て
美
味
し
い
料
理
を
食
べ
た
い
と

い
う
気
持
ち
で
訪
れ
て
い
る
。
少
し
は
良
い

循
環
が
で
き
た
と
思
う
。
ロ
ー
カ
ル
に
徹
し

て
い
れ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
じ
る
。
地
方
に

一
番
大
切
な
の
は
突
き
抜
け
た
ロ
ー
カ
ル
性

を
表
現
す
る
こ
と
だ
。

竹
岡
倫
示
◦
訪
日
外
国
人
数
は
２
０
１
６
年

に
２
４
０
４
万
人
と
過
去
最
高
に
な
っ
た
。

こ
の
10
年
で
約
３
倍
だ
。
今
年
は
２
７
０
０

万
人
に
な
る
勢
い
だ
。
７
割
以
上
は
中
国
、

韓
国
な
ど
北
東
ア
ジ
ア
か
ら
来
て
い
る
。
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
地
域
活
性
化
に
ど
う
活
か
す

か
は
、
地
域
の
魅
力
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま

る
。
こ
れ
は
観
光
客
に
聞
く
の
が
一
番
だ
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
に
人
気
の
場
所
は
、
日
本

人
が
見
て
魅
力
あ
る
場
所
ば
か
り
で
は
な
く

分
析
が
必
要
だ
。
地
域
に
既
存
の
も
の
を
ど

で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ま
だ
東
京
、
大
阪
、

京
都
な
ど
限
定
さ
れ
た
地
域
に
集
中
し
て
い

る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
力
を
借
り
て
地
方
創

生
を
す
る
に
は
ど
ん
な
取
り
組
み
が
必
要
か
、

問
題
提
起
し
た
い
。

新
井
良
亮
◦
地
域
展
開
や
グ
ロ
ー
バ
ル
進
出

を
す
る
場
合
、
そ
の
地
の
経
営
資
源
を
ど
う

使
い
何
を
産
み
出
す
か
を
考
え
る
こ
と
が
大

切
だ
。
そ
の
際
は
地
方
と
都
市
と
で
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
だ
。
連
携
に
よ
っ
て
新

し
い
知
恵
、
新
し
い
仕
掛
け
、
価
値
を
生
み

出
せ
る
。
も
う
一
つ
は
情
報
発
信
だ
。
企
業

経
営
は
有
り
体
で
は
な
く
、
30
年
先
50
年
先

を
見
据
え
て
や
っ
て
い
く
気
持
ち
が
欠
か
せ

な
い
。
と
り
わ
け
行
動
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。

山
本
和
彦
◦
い
ま
は
都
市
間
競
争
の
時
代
だ
。

六
本
木
ヒ
ル
ズ
建
設
に
あ
た
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
に
通
じ
る
都
市
造
り
、
と
く
に
東
京
に
欠

け
て
い
た
文
化
の
中
心
創
り
を
考
え
た
。
六

本
木
ヒ
ル
ズ
で
は
現
在
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
数
多
く
開
催
し
、
文
化
の
街
と
し
て
大

勢
の
人
を
呼
び
込
ん
で
い
る
。
一
方
、
地
方

は
正
直
厳
し
い
。
地
方
は
車
社
会
で
ロ
ー
ド

サ
イ
ド
店
や
モ
ー
ル
が
主
体
だ
。
香
川
県
高

う
組
み
合
わ
せ
る
か
の
発
想
力
と
行
動
力
が

も
の
を
い
う
。
観
光
、
経
営
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
は
リ
ー
ダ
ー
の
育

成
が
大
切
だ
。

安
藤
晴
彦
◦
日
本
も
世
界
の
取
り
組
み
に
協

力
し
て
い
る
。
事
例
と
し
て
、
日
本
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
官
民
が
共
同
開
発
し
た
テ
ィ
ラ
ワ

の
工
業
団
地
が
あ
る
。
日
本
、
中
国
、
台
湾
、

ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
も
企
業
が
来

て
、
５
〜
６
万
人
の
雇
用
創
出
が
で
き
る
。

私
自
身
が
関
係
し
て
い
る
そ
の
よ
う
な
都
市

建
設
を
手
伝
う
事
例
に
は
さ
ら
に
イ
ン
ド
の

ア
マ
ラ
ヴ
ァ
テ
ィ
や
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
な
ど
が
あ
る
。
中
国
の
雄
安
新
区

開
発
で
は
水
の
汚
染
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
れ

に
は
日
中
協
力
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。

ま
た
現
在
、
山
梨
で
は
世
界
最
高
の
燃
料
電

池
拠
点
を
立
ち
上
げ
、
燃
料
電
池
を
キ
ー
に

し
な
が
ら
地
域
づ
く
り
を
強
化
し
て
い
く
。

そ
れ
ら
を
コ
ア
に
し
て
海
外
と
の
協
力
を
推

進
し
て
い
け
る
。

周
　
牧
之
◦
日
中
の
協
力
で
開
発
し
た
「
中

国
都
市
総
合
発
展
指
標
」
の
デ
ー
タ
で
見
る

と
、
世
界
で
は
１
９
８
０
年
代
以
降
、
都
市

人
口
が
２
５
０
万
人
以
上
増
加
し
た
都
市
が

92
都
市
に
達
し
、
中
で
も
１
０
０
０
万
人
以

上
人
口
が
増
え
た
都
市
が
11
都
市
も
あ
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
情
報
革
命
の
中

で
メ
ガ
シ
テ
ィ
化
が
世
界
中
で
進
ん
で
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
東
京
一
極
集
中
と
地
方
の
人

口
減
少
は
決
し
て
日
本
だ
け
の
現
象
で
は
な

い
。
た
だ
し
、
そ
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
い
う
恩
恵
を
地
方
に

も
た
ら
す
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
現
在
日
本

　

セ
ッ
シ
ョ
ン
の
終
了
後
に
は
、本
学
６
号
館

大
会
議
室
に
場
所
を
移
し
て
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
多
く
の
来
賓
の
方
々

に
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ま
た
参
加
者
が
相

互
に
懇
親
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
国
か
ら
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
杜
平 

中
国
第
13
次
5
カ
年
計
画
専
門
家
委
員
会
秘

書
長
を
は
じ
め
、
杉
本
和
行
公
正
取
引
委
員

会
委
員
長
・
元
財
務
事
務
次
官
、
谷
津
龍
太

郎
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事
業
株
式
会
社
代

表
取
締
役
社
長
・
元
環
境
事
務
次
官
、
明
暁

東 

駐
日
中
国
大
使
館
公
使
参
事
官
、
阮
湘

平 

同
公
使
参
事
官
、
武
田
信
二
株
式
会
社

東
京
放
送
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役

社
長
、
前
多
俊
宏
株
式
会
社
エ
ム
テ
ィ
ー
ア

イ
代
表
取
締
役
社
長
、
長
谷
部
敏
治
Ｎ
Ｔ
Ｔ

出
版
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
ら
来
賓
の

方
々
の
挨
拶
を
受
け
、
閉
会
挨
拶
に
立
っ
た

周
教
授
が
登
壇
者
お
よ
び
来
場
者
に
謝
辞
を

述
べ
て
閉
会
し
ま
し
た
。

Session 3
セ
ッ
シ
ョ
ン
３　

地
域
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
如
何
に

地
域
活
性
化
に
追
い
風
を
吹
か
せ
る
か
に
つ
い
て
議
論

司
　
　
　
会
：
周
　
牧
之
　
本
学
経
済
学
部
教
授

パ
ネ
リ
ス
ト
：
新
井
良
亮
　
株
式
会
社
ル
ミ
ネ
取
締
役
会
長

　
　
　
　
　
　
山
本
和
彦
　
森
ビ
ル
都
市
企
画
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

　
　
　
　
　
　
竹
岡
倫
示
　
株
式
会
社
日
本
経
済
新
聞
社
専
務
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　
安
藤
晴
彦
　
経
済
産
業
省
戦
略
輸
出
交
渉
官

Reception

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

周 牧之教授（セッション3）
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［TEL］042-328-7724（直通）　［E-mail］pr@s.tku.ac.jp
www. t k u . a c . j p

「TKU古本募金」はじめました!
みなさまの読み終えた本が、
奨学金として、東経大生の学業を支えます。

TKU古本募金は、
卒業生・在学生・保護者・教職員・一般の方々から
書籍をお送りいただき、それを売却して得られた金額が、
東京経済大学奨学基金として役立てられるプロジェクトです。

読み終えたあと置き場所に困っている書籍、視聴しなくなったDVD・CDなどはございませんか？
お部屋の整理やお引っ越しの際などに、ぜひご協力ください。

東京経済大学 経理課
受付時間：月～金（9時～11時45分／12時45分～17時）
TEL. 042-328-7737
E-mail. keiri@s.tku.ac.jp

株式会社バリューブックス
TEL. 0120-826-292
E-mail. info@furuhon-bokin.jp
古物商免許 ： 長野県公安委員会第481100800018号

東京経済大学 図書課
受付時間：月～金（9時～11時45分／12時45分～17時）
TEL. 042-328-7764
E-mail. library@s.tku.ac.jp

\詳細はこちら/

寄付・免税措置に関するお問い合わせ 集荷・その他取扱品に関するお問い合わせTKU古本募金に関するお問い合わせ

「TKU古本募金」回収箱を設置して、寄付書籍を募ります！
設置場所：図書館、学習支援課「学習センター」、校友センター「大手町談話室（サテライト）」、大学生協

※回収箱への投函の場合は、匿名でのご寄付になります。

STEP 1
梱　包

STEP 3
集　荷

STEP 4
寄　付

STEP 2
申　込

お 申 し 込 み 方 法

 WEBで申込む  電話で申込む

書籍・DVD・CD等を段ボール箱へ詰め、
上記WEBサイトにアクセスしてください。

指定のお時間に宅配業者が集荷に伺います。
※5点以上ご提供いただいた場合には、送料無料です。

提携会社バリューブックスにて、買い取られます。
その代金は、「学校法人東京経済大学」に寄付されます。

※集荷から約10日で、提携会社バリューブックスより「書籍寄付受領書」「お礼状」が送付されます。
※寄付申告に必要な領収書発行を希望される方は、別途、本学経理課までご連絡ください。

WEBフォームに必要事項をご記入いただき、
お申込みください。

書籍・DVD・CD等を段ボール箱へ詰め、
申込書をご記入ください。

＊申込書はパンフレットまたは上記サイトに掲載されています。

提携会社バリューブックスに電話し、「東京経済大学
『TKU古本募金』に申込みたい」とお伝えください。

受付電話番号  0120-826-292
受付時間：10時～21時　日曜は17時まで　年中無休

WEB TKU古本募金 検 索
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